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皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
町
村
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
森
林
の
整
備
、
保
全
等

に
日
夜
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
収
束
が
見

通
せ
ず
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
感
染
収
束
へ
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
医

療
従
事
者
を
対
象
に
先
行
し
て
始
ま
り
、
そ
の
後
、
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
順
次

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
円
滑
に
接
種
が
で
き

る
よ
う
医
療
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
十
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
が
、
福

島
県
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
先
月
発
生
す
る
な
ど
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
全
国
各

地
で
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
の
復
興
に
向
け
て
は
、
四
月
か
ら
新
た
に
「
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
」
が
始
ま

り
、
こ
の
五
年
間
で
地
震
・
津
波
被
災
地
域
は
復
興
の
完
遂
を
目
指
す
と
と
も
に
、
原
子

力
被
災
地
域
は
新
た
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
復
興
・
再
生
へ

の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
引
き
続
き
本
県
の
復
興
の
加
速
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
、
森

林
の
再
生
に
関
し
ま
し
て
も
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
等
を
図
る
上
で
不
可
欠
な
「
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
復
興
施
策
の
継
続
や
中
長
期
的
な
予
算

の
確
保
を
国
に
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
や
森
林
空
間
を
健
康
、
観

光
、
教
育
等
の
多
様
な
分
野
で
活
用
す
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
山
村
に
新
た
な
雇
用
や
関
係
人
口
を
創
出
す
る
も
の
と
し
て
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
併
せ
て
本
県
で
は
令
和
四
年
四
月
に
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
ふ
く
し
ま
の
本
格
開
講
を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
林
業
の
人
材
育
成
に
向
け
た
施
策

が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
、
都
市
か
ら
山
村
を
め
ざ
す
田
園
回
帰
の
動
き
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

山
村
で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
地
域
居
住
が
活
発
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
森
林
・
山
村
対
策
に
係
る
財
政
支
援

措
置
の
拡
充
や
定
住
・
二
地
域
居
住
等
の
環
境
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国

に
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
山
村
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山村の活性化に向けて

福島県町村会長　　　　　　　　　
磐梯町長　佐　藤　淳　一
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平
成
二
六
年
度
よ
り
継
続
し
て
き
た
林

野
庁
の
「
避
難
指
示
解
除
区
域
等
の
林
業

再
生
に
向
け
た
普
及
啓
発
事
業
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
二
年
度
は
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
二
年
十
二
月
二
〇
日
、
東
京
都
港
区
エ

コ
プ
ラ
ザ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ブ
配

信
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
昨
年
に
続
き
親
子
（
小
学
校
高

学
年
以
上
）
と
し
、
福
島
県
・
東
京
都
を

中
心
と
し
た
全
国
五
〇
〇
家
庭
一
、
二
〇

〇
人
超
の
参
加
者
は
、
事
前
に
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
た
ナ
メ
コ
栽
培
キ
ッ
ト
を
約
二

週
間
育
て
な
が
ら
、
動
画
で
放
射
性
物
質

の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
し
、

当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

　

動
画
に
よ
る
「
時
間
と
場
所
を
選
ば
な

い
普
及
」
を
目
指
し
て
、
ラ
イ
ブ
配
信
は

次
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
絞
り
、
こ
の

ほ
か
に
各
家
庭
で
事
前
及
び
事
後
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数

用
意
し
ま
し
た
。
①
福
島
の
森
の
ハ
カ
セ

に
な
ろ
う
！
（
森
林
内
の
放
射
性
物
質
の

状
況
に
つ
い
て
研
究
者
が
解
説
）、
②
森

の
め
ぐ
み
収
穫
体
験
（
き
の
こ
生
産
に
つ

い
て
生
産
者
の
話
を
聞
い
た
後
、
各
家
庭

で
育
て
た
ナ
メ
コ
を
収
穫
）、
③
森
に
親

し
も
う
！
（
森
で
で
き
る
様
々
な
体
験
を

紹
介
）。

　

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
対
面
で
の
実
施
と
比
べ
て
伝
わ
り
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
日
の
参
加
者
の
様
子
と

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
で
は
の
良
さ
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
九
〇
分
の
配
信
の
間
に
、

チ
ャ
ッ
ト
の
書
き
込
み
が
絶
え
る
こ
と
が

な
く
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
子
ど
も
の
集
中
力
が
続
く
か

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
講
師
か
ら
の
「
ド

ン
グ
リ
の
な
る
木
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？
」

と
い
う
投
げ
か
け
に
参
加
者
が
チ
ャ
ッ
ト

で
回
答
し
た
り
、
逆
に
チ
ャ
ッ
ト
の
質
問

に
講
師
が
答
え
た
り
と
、
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
非
常
に
楽
し

そ
う
で
し
た
が
、
更
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
、「
子
ど
も
が
チ
ャ
ッ
ト
へ
の
書
き
込

み
や
チ
ャ
ッ
ト
の
閲
覧
、
講
師
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
大
変
楽
し
ん
だ
」、「
自
宅
で
親

子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
話
し
な
が
ら
参
加

で
き
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
家
庭
内
で
「
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
参
加
で
き
る
」
オ

福
島
の
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
福
島
の
森
と
木
の
親
子
体
験
オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
」を
開
催

（
一
社
）全
国
林
業
改
良
普
及
協
会

ン
ラ
イ
ン
方
式
の
強
み
が
、
満
足
度
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
キ
ノ
コ
嫌
い
の
子
が
、
育
て

た
ナ
メ
コ
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
驚
い

た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、
自
宅
で

ナ
メ
コ
を
栽
培
し
た
こ
と
で
、
キ
ノ
コ
へ

の
親
近
感
・
理
解
が
醸
成
さ
れ
た
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
福
島

の
森
に
遊
び
に
行
き
た
い
」
な
ど
の
行
動

に
つ
な
が
る
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
達
と
そ
の
保
護
者
に
、

福
島
の
実
情
、
森
の
こ
と
を
伝
え
、
理
解

者
・
応
援
団
を
増
や
し
て
い
く
機
会
と

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
福
島
県
は
も
ち

ろ
ん
、
福
島
市
と
港
区
に
は
市
区
内
の
全

小
学
校
に
告
知
チ
ラ
シ
を
配
布
頂
く
等
、

多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参加者代表ゲスト：「YouTuberでこん
なに木を使っているのは日本で僕ぐら
いしかいない」と言うYouTuberすし
らーめん《りく》さん。木材も駆使し
た自作の装置による実証動画と、遊び
心あふれるチャンネルは、登録者数
545万人。今回、震災当時にボランティ
アもした思い出の浜通りへ足を運び、
小学校で放射線の学習、林業・木材市
場体験、自宅で５種類のキノコ栽培も
経験し配信当日に臨み、配信を盛り上
げてくれました。

「福島の森のハカセになろう」では葉や
木等の線量測定も実施／森林総合研究
所　篠宮講師（写真左）、小松講師（右）

「森のめぐみの収穫体験」鈴木講師（左：
ナメコ生産・郡山市）、渡邊講師（右：
シイタケ生産・三春町）

港区エコプラザからの配信の様子

りくさんと講
師陣の掛け合
いも楽しい配
信当日の様子、
小学校での学
習や林業体験
等の映像はこ
ちらのホーム
ページからど
うぞ。

参加者からいただいたナメコ収穫・料
理、木工体験キットの写真（事務局ツ
イッターより）
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令
和
二
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体
研

修
会
を
、
令
和
三
年
二
月
九
日（
火
）に
県

自
治
会
館
で
開
催
し
、
県
内
の
各
普
及
地

区
の
代
表
者
八
名
が
、
日
頃
の
普
及
活
動

の
取
組
に
つ
い
て
の
活
動
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
鑑
み
、
参
集
範
囲
を
各
普
及
指

導
地
区
か
ら
の
代
表
発
表
者
、
審
査
委
員
及

び
事
務
局
員
に
制
限
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

施
業
の
集
約
、
早
生
樹

等
を
活
用
し
た
森
林
整

備
の
再
生
・
加
速
化
に

向
け
た
取
組
、
労
働
安

全
衛
生
対
策
の
推
進
に

向
け
た
取
組
、
虫
害
対

策
に
向
け
た
取
組
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
に
対
し
活
発

な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は
油

井
竜
太
さ
ん
（
県
北
農

林
事
務
所
）、
優
秀
賞
に
は
菅
野
陽
美
さ
ん

（
富
岡
林
業
指
導
所
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

各
林
業
普
及
指
導
地
区
か
ら
の
活
動
発

表
課
題
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
お
手
軽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
る
地
域
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組

　
（
県
北
農
林
事
務
所

�

主
任
主
査　

油
井
竜
太
）

◦
田
村
市
に
お
け
る
森
林
整
備
の
推
進
に

係
る
取
組
に
つ
い
て

　
（
県
中
農
林
事
務
所

�

主
査　

蓮
沼
正
将
）

◦
森
林
整
備
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
対

策
の
推
進

　
（
県
南
農
林
事
務
所

�

主
任
主
査　

飯
沼
良
弘
）

◦
森
林
整
備
補
助
事
業
を
活
用
し
た
利
用

間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進

　
（
会
津
農
林
事
務
所

�

主
任
主
査　

加
藤　

修
）

◦
高
野
地
区
に
お
け
る
水
源
林
と
私
有
林

の
一
体
的
な
森
林
整
備
の
取
組

　
（
南
会
津
農
林
事
務
所

�

主
査
（
キ
ャ
ッ
プ
）　

東
村
真
太
郎
）

◦
林
業
教
室
の
実
施

　
（
相
双
農
林
事
務
所

�

林
業
課
長　

佐
藤　

淳
）

◦
緑
の
文
化
財
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
に

つ
い
て

　
（
富
岡
林
業
指
導
所

�

主
査　

菅
野
陽
美
）

◦
急
傾
斜
地
に
お
け
る
「
架
線
系
作
業
シ

ス
テ
ム
」
の
普
及

　
（
い
わ
き
農
林
事
務
所

�

主
任
主
査　

髙
橋
伸
二
）

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
等
活
動
発
表
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、

書
面
に
よ
り
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
発
表
会
は
、
県
内
各
地
の
自
主
的
な
実

践
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
そ

の
活
動
内
容
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
展
開
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
五
団
体
か
ら
、
森
林
環
境
学
習
・

体
験
活
動
や
里
山
等
の
整
備
や
林
業
従
事

者
の
伐
採
技
術
の
向
上
、
里
山
資
源
の
活

用
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
た
地
域
林
業

の
振
興
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
様
々
な
活

動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
二
月
二
五
日（
木
）に
実
施
し

た
審
査
会
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
緑
川

平
隆
さ
ん
（
田
人
林
業
研
究
会
）、
優
秀
賞

に
は
五
十
嵐
乃
里
枝
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人
会
津
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
）、
特
別
賞

に
は
宝
力
絢
さ
ん
（
会
津
香
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
課
題
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
町
民
憩
い
の
場
「
三
春
花
の
丘
公
園
」

づ
く
り

　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
春
楽
し
い
地

域
づ
く
り
の
会�

理
事
長　

内
藤　

忠
）

◦
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ
「
里
山
活
用

の
歩
み
」

　
（
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ

�

代
表　

穂
積
隆
一
）

◦
特
殊
伐
採
等
技
術
伝
承
研
修
会
の
開
催

　
（
一
般
社
団
法
人
会
津
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
構　

代
表
理
事�

五
十
嵐
乃
里
枝
）

◦
ア
ロ
マ
蒸
留
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

　
（
会
津
香
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

宝
力　

絢
）

◦
田
人
小
・
中
学
校
と
の
連
携
し
た
活
動

　
（
田
人
林
業
研
究
会�

緑
川
平
隆
）

福
島
県
林
業
振
興
課

令
和
二
年
度
　
林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
・

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

林業普及指導員の活動発表の様子
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令
和
三
年
二
月
六
日（
土
）令
和
二
年
度

福
島
県
森
林
自
己
学
習
支
援
事
業
成
果
報

告
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た

補
助
事
業
で
、
大
学
生
な
ど
二
〇
歳
前
後

の
若
者
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象

に
、
補
助
金
を
交
付
し
、
ふ
く
し
ま
の
森

林
に
対
す
る
関
心
と
理
解
の
拡
大
に
向
け

て
の
自
己
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
ふ
く
し
ま
事
務
局
で
は
、
そ
ん
な

学
生
グ
ル
ー
プ
の
支
援
や
今
回
の
成
果
報

告
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
報
告
会

　

今
回
、
活
動
報
告
を
行
っ
た
の
は
郡
山

女
子
大
学
家
政
学
部
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ

れ
る
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
部

（
以
下
「
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
」）
で
す
。
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部

の
「
こ
お
り
や
ま
開
成
の
杜
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

放
射
線
等
の
影
響
で
活
用
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
学
校
林
「
郡
山
開
成
学
園
総

合
教
育
園
（
郡
山
市
熱
海
町
石
筵
）」
の

放
射
線
量
測
定
や
環
境
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
森
林
利
用
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
で
は
動
植
物
や
き
の
こ

の
調
査
、
里
山
の
整
備
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
十
年
が
経
過
す
る
「
郡
山
開

成
学
園
総
合
教
育
園
」
の
状
況
と
し
て
、

一
部
の
敷
地
内
の
き
の
こ
で
は
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
が
食
品
の
基
準
値
を
上
回
っ

て
い
た（
※
）
こ
と
や
、
リ
ス
や
カ
モ
シ
カ
、

サ
ル
、
ク
マ
な
ど
多
く
の
動
物
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。（
詳
細

は
十
一
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
環
境
調
査
や
里
山

の
整
備
の
継
続
を
行
い
、
震
災
前
の
よ
う

に
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で

き
る
場
所
に
す
る
た
め
に
、
活
動
を
続
け

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

○
勉
強
会

　

勉
強
会
で
は
、
南
会
津
町
に
あ
る
関
根

木
材
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
関
根

健
裕
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関

根
氏
は
南
会
津
町
に
生
ま
れ
、
大
学
進
学

で
一
度
県
外
へ
出
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
に

地
元
に
戻
り
、
家
業
で
あ
る
関
根
木
材
工

業
株
式
会
社
を
継
が
れ
ま
し
た
。
本
業
で

あ
る
木
材
店
の
他
に
も
、
一
級
建
築
士
、

ブ
ル
ワ
リ
ー（
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
）
の
オ
ー

ナ
ー
な
ど
様
々
な
顔
を
持
つ
方
で
す
。

　

南
会
津
町
で
林
業
に
関
す
る
様
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
た
関
根
氏
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
取
組
の
原
動
力
は
、
す

べ
て
、
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
す
。
地
域
の
山
林
の
荒
廃
、
産
業
の

衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
、
地
域
を
元

気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
関
根
木

材
工
業
の
事
業
で
使
用
す
る
木
材
の
う
ち
、

南
会
津
産
木
材
の
利
用
率
を
10
％
か
ら
ほ

ぼ
100
％
に
引
き
上
げ
た
と
い
う
実
績
が
あ

り
ま
す
。
特
に
関
根
氏
が
自
ら
設
計
す
る

家
造
り
に
お
い
て
は
南
会
津
産
木
材
を

95
％
以
上
利
用
し
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
木

材
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
保
障
で
き
る

の
は
他
社
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ふ
く
し
ま
事
務
局

令
和
二
年
度
福
島
県
森
林
自
己
学
習
支
援
事
業

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

福
島
県
森
林
環
境
税
（
以
下
「
県
森
林
環
境
税
」
は
平
成
十
八
年
度
に
創
設
さ
れ
、

森
林
環
境
の
保
全
と
森
林
を
全
て
の
県
民
で
守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
を
目
標
に
、

水
源
地
域
の
森
林
整
備
や
地
域
住
民
に
よ
る
里
山
林
の
整
備
支
援
、
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
、
木
材
利
用
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
末
ま
で
で
し
た

が
、
昨
年
の
十
二
月
県
議
会
に
お
い
て
、
課
税
期
間
を
令
和
七
年
度
ま
で
と
す
る
条

例
改
正
が
行
わ
れ
、
令
和
七
年
度
ま
で
、
取
組
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
取
組
に
つ
い
て
、
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
自
身
が
経
営
す
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
で

は
、
地
元
の
特
産
物
（
リ
ン
ゴ
や
ト
マ
ト
、

木
材
）
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
作

り
で
、
南
会
津
町
に
新
た
な
産
業
を
生
み

出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
根
氏
の
取
組
か
ら
、
森
林
に
関
わ
る

と
い
っ
て
も
林
業
だ
け
で
は
な
く
、
建
築

や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
工
夫
次
第
で

様
々
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
こ
と
を
、
今

回
の
勉
強
会
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

福
島
県
森
林
自
己
学
習
支
援
事
業
は
、

来
年
度
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
学

生
の
み
な
さ
ん
は
、
是
非
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
ふ
く
し
ま
の
森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

郡
山
市
の
野
生
き
の
こ
は
出
荷
制
限
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
森
林
自
己
学
習
支
援
事
業
と
は

　

福
島
県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
、
県

内
の
大
学
等
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
森
林
に
関

す
る
自
己
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
一

団
体
あ
た
り
三
〇
万
円
を
上
限
に
補
助

金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。
森
林
づ
く

り
活
動
等
を
行
う
大
学
生
グ
ル
ー
プ
等

を
支
援
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
参
画

す
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
三
年
度
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

・�

第
一
回
目　

令
和
三
年
二
月
二
二
日

か
ら
三
月
十
二
日
ま
で

・�

第
二
回
目　

令
和
三
年
四
月
十
九
日

か
ら
五
月
十
四
日
ま
で

詳
し
く
は

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/
shinrinkankyouzei/r3jikogakusyu.html

農
林
水
産
部
森
林
計
画
課

�

〇
二
四
（
五
二
一
）
七
四
二
五
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馬
搬
材
の
木
工
製
品
の
普
及
を
糸
口
に

県
民
が
親
し
め
る
福
島
の
森
づ
く
り
へ

福
島
大
学　
食
農
学
類　
農
林
資
源
経
済
学
研
究
室

林　
　

薫　

平

ふ
く
し
ま
馬
搬
ネ
ッ
ト　

会
長

○
都
市
住
民
が
親
し
め
る
森
林
と
林
業
を

　

前
回
（
本
誌
一
月
号
）
の
本
欄
で
は
、

本
県
・
石
川
郡
古
殿
町
の
馬
事
振
興
会
に
、

大
型
の
輓
馬
「
フ
ル
ー
ド
」
君
を
迎
え
入

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
に
馬
搬

（
ば
は
ん
）
と
い
う
人
馬
一
体
の
希
有
な

林
業
技
術
が
再
生
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
に
開
催
し
た
、
ふ
く
し
ま
馬

搬
ネ
ッ
ト
の
「
馬
搬
見
学
交
流
会
」
で
は
、

い
わ
き
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
を
始
め
と
し
て
、
町
外
か
ら
も

多
く
の
参
加
が
あ
り
、
古
殿
町
の
森
林
と

林
業
、
そ
し
て
馬
搬
に
親
し
ん
で
も
ら
え

た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
何
か
と

制
限
さ
れ
た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
だ

か
ら
こ
そ
、
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
の
多

く
は
、
人
口
稠
密
な
都
市
を
離
れ
た
山
村

の
環
境
の
良
さ
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
山
村
の
林
業
や
木
材
産
業
が
守

ら
れ
る
こ
と
で
、
都
市
を
取
り
囲
ん
で

守
っ
て
い
る
森
林
や
水
資
源
も
維
持
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
、
改

め
て
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
都
市
と
の
交
流
を
よ
り
太

く
し
て
い
く
た
め
に
、
馬
搬
技
術
を
用
い

て
産
出
し
た
木
材
「
馬
搬
材
」
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、馬
搬
ネ
ッ

ト
で
は
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
の
試
み
と

し
て
、
今
回
の
見
学
交
流
会
で
伐
採
し
た

古
殿
杉
の
大
径
材
を
用
い
て
、
無
垢
材
の

ベ
ン
チ
を
製
作
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

こ
の
杉
は
、
や
わ
ら
か
い
木
肌
と
木
目

が
特
徴
で
す
。
座
っ
て
み
る
と
心
地
が
よ

く
、
杉
の
ぬ
く
も
り
が
生
か
さ
れ
、
よ
い

出
来
に
な
り
ま
し
た
。
記
念
品
と
し
て
、

地
元
の
道
の
駅
や
温
泉
旅
館
な
ど
の
人
の

目
に
ふ
れ
る
場
所
や
、
い
わ
き
の
パ
ル
シ

ス
テ
ム
生
協
の
交
流
館
や
、
県
民
の
森

「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
」（
大
玉

村
）
な
ど
に
、
設
置
す
る
予
定
で
す
。

○
馬
搬
は
、
森
林
と
木
材
の
個
性
を
生
か
す

　

馬
搬
は
、
こ
の
よ
う
に
、
地
元
だ
け
で

な
く
都
市
部
の
人
た
ち
が
森
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
同
時
に
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

森
林
と
木
材
の
個
性
を
う
ま
く
引
き
出
し

て
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
古
殿
町
の
水
野
林
業
で

は
、
在
来
の
地
杉
や
山
桜
の
特
徴
あ
る
木

目
を
生
か
し
た
プ
レ
ー
ト
や
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
を
試
作
し
て
提
案
し
て
き
て
お

り
、
県
内
で
も
話
題
に
し
て
い
ま
し
た

（
写
真
２
）。
馬
搬
材
で
も
、
こ
の
よ
う
な

試
作
や
製
品
の
提
案
を
重
ね
、
福
島
の
森

林
の
土
地
に
よ
る
違
い
や
ク
セ
を
理
解
す

る
こ
と
や
、
木
材
一
つ
ひ
と
つ
が
一
立
方

㍍
い
く
ら
で
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

個
性
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
く
た
め
の

糸
口
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

試
み
に
九
種
の
木
材
を
福
島
県
の
形
に

浜
・
中
・
会
津
、
県
北
・
県
南
の
よ
う
に

組
み
馬
蹄
型
ホ
ー
ル
を
開
け
ま
し
た
（
写

真
３
）。
こ
の
よ
う
に
、
福
島
の
木
材
の

魅
力
を
凝
縮
し
た
木
工
製
品
を
、
馬
搬
材

も
加
え
て
試
作
し
、
広
く
提
案
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

写真１　馬搬杉材の無垢ベンチで記念撮影。後列
左から、馬事振興会の芳賀喜貴さん、鈴
木清彦さん、前列左から、パルシステム
福島の安斎雄司さん、筆者。

写真２　写真前列左・水野廣人氏（水野林業）、
筆者。後列左、会津農林高・須藤聖一教
諭、右、県木連・宗形芳明氏。

写真３　圧縮ブナチップのビスケットジョイント
工法によるモザイク仕上げ。福島県産の
ケヤキ、ヒノキ、センノキ、カエデ、ク
リ、アスナロなどをはめ合わせて福島県
の形にした。家守組（猪苗代町）が試作。
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「
桐
の
里
」
を
称
す
る
奥
会
津
の
三
島

町
は
、
最
高
品
質
の
箪
笥
材
と
し
て
知
ら

れ
る
「
会
津
桐
」
の
産
地
で
す
。
会
津
桐

は
国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
桐
の
中
で
も

最
上
級
品
と
謳
わ
れ
て
お
り
、
当
町
の
雪

深
い
気
候
と
只
見
川
が
運
ぶ
豊
か
な
土
壌

に
育
ま
れ
た
桐
は
、
他
の
桐
材
に
比
べ
て

木
目
が
太
く
は
っ
き
り
と
浮
き
出
て
い
る

た
め
、
緻
密
な
木
目
と
銀
白
色
の
色
味
の

美
し
さ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

会
津
桐
の
生
産
で
は
、
安
い
外
国
産
材

に
押
さ
れ
、
一
本
三
〇
〇
万
円
以
上
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
立
木
価
格
が
十
分
の
一
以

下
に
下
落
し
、
町
内
で
桐
を
生
産
す
る
農

家
も
数
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
町
で
は
、
そ
う
し
た
会
津
桐
の
文
化

を
継
承
す
べ
く
、
平
成
二
九
年
度
に
「
桐
専

門
員
」
を
創
設
し
栽
培
技
術
の
継
承
と
生

産
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
町
に
は
、
そ
の
会
津
桐
を
使
用
し
た

総
桐
箪
笥
や
米
び
つ
、
茶
筒
や
桐
小
物
等

を
製
作
・
販
売
す
る
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式

会
社
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
桐
タ
ン
ス

職
人
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
三
一

年
度
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
一
名
を
採

用
し
、
同
社
へ
配
属
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
東
京
か

ら
移
住
し
て
三
年
目
を
迎
え
る
植う

え

村む
ら

明あ
き

恵え

さ
ん
（
20
）
で
す
。
中
学
時
代
に
北
欧
家

具
の
デ
ザ
イ
ン
に
憧
れ
、
都
内
の
高
校
の

イ
ン
テ
リ
ア
科
に
進
学
。
授
業
で
知
っ
た

和
タ
ン
ス
の
重
厚
さ
や
精
巧
な
つ
く
り
に

感
銘
を
受
け
、
タ
ン
ス
職
人
を
志
し
ま
し

た
。
先
輩
職
人
指
導
の
も
と
、
道
具
の
扱

い
方
な
ど
を
一
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。「
カ

ン
ナ
を
か
け
白
い
表
面
が
出
て
く
る
と
ド

キ
ド
キ
す
る
。
一
つ
一
つ
木
目
や
色
合
い

が
違
い
見
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ
る
。
沢

山
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。」
と
会
津
桐
に

魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
昨
年
は
引
き
出

し
物
の
製
作
に
多
く
携
わ
る
こ
と
で
、
よ

り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
。」
と
話
す
植

村
さ
ん
。
規
格
や
大
き
さ
を
自
分
で
考
え

な
が
ら
薬
箱
や
消
毒
台
、
ご
み
箱
、
五
段

引
き
な
ど
を
実
際
に
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

大
型
家
具
で
は
、
町
営
住
宅
へ
納
品
さ
れ

た
桐
製
チ
ェ
ス
ト
の
製
作
に
も
携
わ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
大
型
家
具
の
資
材
は
当

然
大
き
く
な
る
た
め
、
力
不
足
を
感
じ
る

時
が
あ
り
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
桐
製
品
だ
か

ら
こ
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で

製
作
さ
れ
た
赤
べ
こ
の
形

を
し
た
桐
の
置
物
や
象
嵌

の
技
法
を
用
い
て
赤
べ
こ

を
は
め
込
ん
だ
絵
馬
は
、

大
変
お
し
ゃ
れ
な
仕
上
が

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、

「
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て

残
り
の
協
力
隊
と
し
て
の

期
間
の
中
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
、
職
人
と
し
て
の
技
を

磨
き
、
製
作
に
生
か
せ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
く
れ
た

植
村
さ
ん
。
桐
製
品
を
製

作
す
る
技
術
を
身
に
付
け

る
た
め
に
は
協
力
隊
で
の
三
年
間
は
と
て

も
短
い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
で
は
、
住
宅

環
境
の
変
化
で
和
タ
ン
ス
の
需
要
が
減
る

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
営
も
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
若

い
人
に
も
桐
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
な
ど

の
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

植
村
さ
ん
に
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
も
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

植村明恵さん

赤べこ絵馬 赤べこ置物

桐製チェスト 製作の様子

三
島
町

「
会
津
桐
」
次
世
代
へ
の
継
承
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※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む。

　令和２年度の緑の募金につきしては、コロナ禍にもかかわらず、これまでのところ（４月～１月分集
計）、下表のとおり目標額の84％にあたる5,900万円を上回るご寄附をいただくことができました。多く
の県民の皆さまの善意に厚く御礼申し上げます。
　緑の募金は、緑豊かな潤いのある美しいふくしまを目指し、緑化の推進、森林の整備、次代を担う青
少年の育成、森林ボランティア活動の支援などに役立たせていただいております。
　令和３年度の「緑の募金」春季募金期間は、例年どおり新年度がはじまる４月１日から５月31日まで
となりますので、皆さまのご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。

緑の募金のご協力よろしくお願いいたします
令和３年度の緑の募金目標額　7,000万円

緑の募金の実績

令和３年の緑化運動標語

「ふるさとの　かがやく緑　いつまでも」

〒960-8043
福島市中町５－18　福島県林業会館内

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
（緑化推進局　緑化推進課）

TEL 024-524-1480　FAX 024-521-3246

令和２年度「緑の募金」実績（令和２年４月１日～令和３年１月31日）

市・地方緑化推進委員会
募　　金　　の　　種　　類

募金実績額
街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福 島 市 緑 化 推 進 委 員 会 34,712 0 1,655,009 807,328 752,545 3,249,594

伊 達 市 緑 化 推 進 委 員 会 350 2,039,530 210,000 261,672 15,868 2,527,420

伊 達 郡 緑 化 推 進 委 員 会 4,227 1,018,300 230,000 156,330 0 1,408,857

二 本 松 市 緑 化 推 進 委 員 会 3,023 1,415,100 25,000 226,550 0 1,669,673

本 宮 地 域 緑 化 推 進 委 員 会 19,627 904,300 231,771 102,754 72,179 1,330,631

国 土 緑 化 郡 山 市 推 進 委 員 会 25 6,586,551 1,098,110 843,598 741,775 9,270,059

須 賀 川 市 緑 化 推 進 委 員 会 0 992 654,340 357,000 156,375 1,168,707

国土緑化岩瀬地方推進委員会 0 467,200 3,730 73,671 44,309 588,910

田 村 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 8,377 1,827,200 398,500 389,946 30,413 2,654,436

国土緑化石川地方推進委員会 16,033 1,056,050 242,441 232,320 181,381 1,728,225

白 河 市 緑 化 推 進 委 員 会 20,569 1,185,150 605,311 272,655 0 2,083,685

国土緑化西白河地方推進委員会 20,716 1,344,100 381,588 187,458 50,803 1,984,665

国土緑化東白川地方推進委員会 8,291 884,600 203,200 214,228 47,506 1,357,825

国土緑化会津若松市推進委員会 681 3,543,050 441,000 726,038 248,586 4,959,355

両 沼 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 1,216 1,510,716 139,545 233,389 0 1,884,866

会津耶麻地方緑化推進委員会 2,748 937,700 104,490 181,247 160,333 1,386,518

喜 多 方 市 緑 化 推 進 委 員 会 10,005 1,490,700 399,000 498,397 3,545 2,401,647

南 会 津 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 3,697 1,204,180 32,515 186,132 25,139 1,451,663

相 馬 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 5,109 1,085,123 0 602,698 0 1,692,930

双 葉 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 0 0 0 0 0 0
い わ き 市 緑 化 推 進 委 員 会 9,389 8,178,492 944,132 1,585,256 350,718 11,067,987

小　　　　　計 168,795 36,679,034 7,999,682 8,138,667 2,881,475 55,867,653

事 務 局 0 0 2,264,719 1,064,564 0 3,329,283

合　　　　　計 168,795 36,679,034 10,264,401 9,203,231 2,881,475 59,196,936

単位：円
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１　はじめに
　田村市ではきのこ原木生産を中心に林業が盛んでしたが、原発事故により、大部分の山林で放射性物質の影
響を受けました。
　きのこ原木の指標値50Bq ／㎏を超え、出荷再開の見通しがたたないことや放射性物質の影響で森林整備が
停滞したため、林業生産が落ち込みました。
　そのため、田村市において林業の復興を図るため普及活動に取り組んだので報告します。

２　取組内容
　⑴　きのこ原木林の再生
　　　都路地区では原発事故以降、きのこ原木に含まれる放射性物質が指標値を超えたため、生産が停滞しま

した。そのため、きのこ原木生産の再開に向け広葉樹林再生事業を活用し、原木林である広葉樹林の再生
を図るため、従来の更新伐を中心とした施業から皆伐と萌芽更新の組み合わせを中心とする施業に切り替
えるよう、普及活動に取り組みました。

　　　今年度は、都路地区で20ha、船引地区で５haの広葉樹林の伐採と萌芽更新を進め、次年度以降も継続し
て取り組めるよう普及活動を行う予定です。

　　　今後、これらの取組で、震災前に都路地区を中心に行われていた、きのこ栽培用おが粉の生産やきのこ
原木生産の復活に期待が持てると考えています。

　⑵　一貫作業システムの普及
　　　田村市では、復旧復興関連業務の従事者も多く林業の作業員が不足しているため、地拵え等の作業に係

る労務量を抑えられる一貫作業システムの普及に取り組みました。
　　　普及に当たっては、森林資源造成支援事業を活用し、今年度は都路地区で1.88ha、船引地区で0.58haを

実施し、次年度も都路地区と船引地区で実施予定です。
　　　一貫作業システムによる森林整備が普及することで、この地域の一

般的な作業システムとなれば作業員不足の解消等にも寄与すると考え
ています。

　⑶　早生樹の導入
　　　田村市では令和２年11月に民間のバイオマス発電施設が竣工するな

ど、新たな燃料用チップなどの木材需要が見込まれているため、早生
樹の導入を田村森林組合と協力し検討しました。

　　　令和元年度に船引地区で植栽したコウヨウザン0.33haの成長をモニ
タリングし、普及につながるデータを取りまとめることとしました。

　　　植栽木の一部で、野ウサギの食害と思われる痕跡も見られました
が、ほぼ順調に生育し、枯れてしまったものは確認されませんでした。

　　　今後もモニタリング調査を継続し生育状況や病虫獣害等の状況を観
察しながら、早生樹の普及を検討していきたいと考えています。

３　今後の対応
　放射性物質の影響を受けた広葉樹の更新を図りながら、きのこ原木林の
再生に取り組むとともに、一貫作業システムの普及による作業の省力化と
早生樹の導入を一体的に進めることで、田村市における森林整備が進み、
林業の復興につながっていくものと考えております。

田村市における林業の
復興に係る取組について

普及指導員通信

福島県県中農林事務所
林業普及指導員　蓮　沼　正　将

コウヨウザン植栽木

広葉樹林再生事業施行地
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団体のページ
　
「
ご
覧
い
た
だ
い
て
ま
す
皆
様
、
こ
ん

に
ち
は
。」

　

動
画
配
信
サ
イ
ト
か
ら
流
れ
て
く
る
映

像
と
音
声
に
、
思
わ
ず
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
挨
拶
を
返
し
そ
う
に
な
り
つ
つ
、
南
会

津
森
林
組
合
の
取
組
事
例
の
発
表
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

南
会
津
森
林
組
合
で
は
、
令
和
元
年
度

に
農
林
中
央
金
庫
が
実
施
し
た
「
公
益
信

託　

農
林
中
金
森
林
再
生
基
金
」
に
採
択

さ
れ
、
一
年
を
掛
け
て
実
施
し
た
そ
の
成

果
発
表
が
令
和
三
年
一
月
二
五
日
に
配
信

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

通
称
、
農
中
森

も
り
ぢ
か
ら力
基
金
と
呼
ば
れ
る
こ

の
事
業
は
、
国
内
の
荒
廃
し
た
民
有
林
の

再
生
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
性
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
活
動
に
対
し
て
助

成
を
実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
で
は
初
め

て
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
ま
す
南
会
津
森
林
組
合

は
、
平
成
二
七
年
に
三
つ
の
森
林
組
合
が

合
併
・
設
立
し
、
管
内
面
積
は
約
八
八
、

七
〇
〇
㌶
で
、
そ
の
う
ち
の
九
二
㌫
を
占

め
る
森
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
森
林
資

源
が
豊
か
な
地
域
で
す
が
、
森
林
所
有
者

の
不
在
村
化
・
高
齢
化
等
に
よ
り
多
く
の

森
林
で
は
整
備
が
行
き
届
か
ず
放
置
さ

れ
、
公
益
的
機
能
の
低
下
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
地
上

レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
、
森
林
の
総
体
的
な

デ
ー
タ
の
取
得
と
、
地
形
に
適
し
た
作
業

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
林
分
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
の
木
材
需
要
も
睨
ん
だ
効
果
的

な
森
林
管
理
と
供
給
体
制
の
構
築
に
よ
る

森
林
の
再
生
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
生

業
と
し
て
の
林
業
の
活
性
化
だ
け
で
な

く
、
森
林
生
態
系
の
保
全
や
防
災
機
能
の

充
実
と
し
て
環
境
林
の
整
備
も
重
要
な
柱

と
し
て
位
置
付
け
、
関
係
者
の
み
な
ら
ず

地
域
全
体
で
の
持
続
的
な
森
林
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
取
組
み
の
根
幹
で
あ
り
、
発
表

の
中
で
も
紹
介
さ
れ
た
印
象
的
な
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
事
業
対
象
地
と

な
っ
た
月
田
農
園
の
月
田
さ
ん
が
抱
く
森

へ
の
想
い
で
す
。
月
田
さ
ん
は
環
境
保
全

へ
の
想
い
が
非
常
に
高
く
、
森
を
単
な
る

森
林
と
し
て
で
は
な
く
、
下
層
植
生
や
微

生
物
・
昆
虫
・
鳥
・
動
物
で
一
つ
の
生
命

体
を
成
し
、
森
に
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間

は
そ
の
代
表
と
し
て
、
森
の
環
境
を
守
り

維
持
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

今
日
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
現
状

と
し
て
は
、
製
材
工
場
の
大
型
化
や
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
に
伴
う
木
材
の
需

要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
林
業
・
木
材
産

業
に
と
っ
て
は
追
い
風
と
も
い
え
る
状
況

で
す
が
、
私
た
ち
関
係
者
が
扱
う
森
林
・

木
材
と
い
う
も
の
の
成
立
速
度
と
消
費
速

度
が
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
描
け
て
い
る
か

と
言
う
と
、
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
、
今
回
の
取
り

組
み
は
ま
さ
に
林
業
と
い
う
地
域
性
と
、

公
益
性
を
生
か
し
た
も
の
と
言
え
、
こ
れ

か
ら
も
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
会
員
組
合
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会員紹介：
南会津森林組合の
取組について

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

発表をする南会津森林組合 河原田氏（右）と
NPO法人みなみあいづ森林ネットワーク 松澤氏（左）
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ＰＲ事業試食販売の内容

　

令
和
二
年
度
も
県
内
外
へ
向
け
て
、様
々

な
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
取
組
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　

き
の
こ
品
評
会
に
代
え
て

　

当
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
、
福
島
県
林
業
祭

の
併
催
行
事
と
し
て
「
福
島
県
き
の
こ
品

評
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
品
評
会
に

は
、
県
内
の
き
の
こ
生
産
者
か
ら
多
く
の

出
品
を
い
た
だ
き
、審
査
及
び
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
審
査
後
、
林
業
祭
に
て
公
開

展
示
さ
れ
た
後
、
即
売
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
品
評
会
を
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
る
来

場
者
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
は

台
風
に
よ
り
林
業
祭
自
体
が
中
止
に
な

り
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
と
は
別
会

場
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
み
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
県
き
の
こ

振
興
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

い
る
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
会
場
で
「
選
り
す
ぐ
り
」
の
き

の
こ
の
展
示
と
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
「
第
四
五
回
福
島
県

林
業
祭
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

集
え
、
若
き
杣
人
！
～
林
業
担
い
手
討
論

会
～
」
で
、
令
和
二
年
十
一
月
十
五
日
、

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー（
二
本
松
市
）

を
会
場
に
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
に
、
平
成
二
九
年
度
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
野
一
宏
さ
ん

（
天
栄
村
・
菌
床
し
い
た
け
）
と
平
成
三
〇

年
度
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
箭

内
幸
一
さ
ん
（
田
村
市
・
原
木
し
い
た
け
）

の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
お
二
方
と
も

会
場
を
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
と
交
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ス
ー
パ
ー

で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
立
派
な
し
い
た

け
に
、
来
場
者
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
生
産
者
と
消
費
者

の
交
流
の

場
を
設
け

る
こ
と
は
、

そ
の
安
全

性
と
美
味

し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
、
き

の
こ
の
生

産
振
興
に

つ
な
が
る

大
切
な
取

組
と
考
え

ま
す
。

県内外へ向けた
ＰＲ活動の取組

きのこセンターだより

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

二　

ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。
Ｐ
Ｒ
事
業

　

県
外
へ
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
担
当
す
る
福
島

県
き
の
こ
振
興
協
議
会
が
主
催
し
、
日
本

橋
ふ
く
し
ま
館
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
」（
東

京
都
中
央
区
）
で
き
の
こ
や
き
の
こ
加
工

品
、
き
の
こ
定
食
の
試
食
販
売
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
は
昨
年
十
二
月
四
日
か
ら

本
年
二
月
十
四
日
に
か
け
て
の
四
回
計
八

日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
き
の
こ
は
、
し
い
た
け
、
な
め
こ
、

ま
い
た
け
や
エ
リ
ン
ギ
な
ど
、
乾
燥
も
の

は
し
い
た
け
や
エ
リ
ン
ギ
を
販
売
し
ま
し

た
。
加
工
品
は
「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
炊
き

込
み
ご
飯
の
素
」
を
数
量
限
定
で
完
売
し

ま
し
た
。「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
」
と
は
、

福
島
県
で
自
然
栽
培
に
成
功
し
た
「
ほ
ん

し
め
じ
」
の
愛
称
で
す
。
十
一
月
頃
の
季

節
限
定
で
収
穫
で
き
る
き
の
こ
な
の
で
、

よ
り
長
い
期
間
消
費
者
の
目
に
触
れ
て
頂

く
よ
う
、
さ
ら
に
加
工
品
の
開
発
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

き
の
こ
料
理
の
試
食
販
売
（
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
左
記
の
表
を
参
照
）
は
、
一

日
四
十
食
限
定
で
一
食
五
〇
〇
円
（
税
込

み
）
で
提
供
し
ま
し
た
。
十
二
月
四
日
、

五
日
に
は
「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
」
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
好
評
の
う
ち
に

完
売
し
ま
し
た
。
他
の
日
程
の
メ
ニ
ュ
ー

も
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
等
に
よ
り
全
て

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
者
に
き
の
こ
を
「
日
常
食
」
と
し

て
認
識
し
て
も
ら
い
、
き
の
こ
を
食
べ
る

機
会
を
増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
、
い
ま
だ

に
残
る
風
評
払
拭
の
た
め
に
も
、
今
後
と

も
福
島
県
産
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

イベント日程 料　理　名 メニュー内容

12月４日、
　 ５日

福結び。たっぷり
きのこの炊き込み
ご飯定食

たっぷりきのこの炊き込みご飯
ふくふくしめじのお吸い物
なめこの寒天寄せ

12月17日、
　 18日

福結び。たっぷり
きのこのカレーラ
イス定食

たっぷりきのこのカレーライス
キノコのシンプルマリネサラダ
きくらげとリンゴのヨーグルト　デザート

１月15日、
　 16日

福結び。たっぷり
きのこの洋風炊き
込みご飯定食

たっぷりきのこの洋風炊き込みご飯
きのこスープ
サラダと乾しシイタケ　ドレッシング

２月13日、
　 14日

福結び。たっぷり
きのこの洋風炊き
込みご飯定食

たっぷりきのこの洋風炊き込みご飯
きのこスープ
サラダと乾しシイタケ　ドレッシング

試食販売「たっぷりきのこの炊き込みご飯定食」

「選りすぐり」のきのこに見入る参加者
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○
は
じ
め
に

　

近
年
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
に
伴

い
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
森
林
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
地
域
住
民
の
生
活

と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
循
環
・
継
続
し
、

維
持
さ
れ
て
き
た
森
林
を
私
た
ち
が
守
り

育
て
、未
来
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
す
べ
き
か
。
森
林
か
ら
の
様
々
な
恵

み
を
享
受
し
続
け
る
た
め
に
は
未
来
を
見

据
え
た
森
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

○
こ
お
り
や
ま
開
成
の
杜

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
で
は
鞍
手

山
・
高
土
山
・
石
筵
・
安
子
ヶ
島
の
四
つ

の
杜（
東
京
ド
ー
ム
約
十
四
個
分
）を
〝
こ

お
り
や
ま
開
成
の
杜
〟
と
名
付
け
、
一
九

九
六
年
よ
り
「
檜
」「
杉
」
を
合
計
二
一
、

四
〇
〇
本
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

磐
梯
熱
海
の
石
筵
地
区
に
は
郡
山
開
成
学

園
総
合
教
育
園
（
以
下
「
総
合
教
育
園
」）

が
あ
り
、
約
二
〇
年
前
は
山
岳
部
の
合
宿

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

は
老
朽
化
に
よ
り
使
用
さ
れ
ず
、
現
在
で

は
地
面
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
に

荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
荒
廃
が
進
み
、
か
つ

て
賑
わ
っ
て
い
た
学
生
た
ち
の
活
動
の
場

と
は
異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響

で
、
森
林
の
活
用
が
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
昨
年
度
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の
森

林
利
用
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を

検
討
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

○
郡
山
女
子
大
学
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
の
活
動

　

郡
山
女
子
大
学
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
で
は
、
昨
年

度
よ
り
、
福
島
県
の
森
林
自
己
学
習
支
援

事
業
に
お
い
て
、〝
こ
お
り
や
ま
開
成
の

杜 

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
総
合
教

育
園
を
、
森
林
を
活
か
し
た
体
験
学
習
の

場
と
す
る
た
め
に
、
安
全
調
査
と
環
境
調

査
を
実
施
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
学

習
や
遊
び
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
動
植
物
や
野
鳥
、
き
の

こ
の
調
査
、
除
伐
作
業
、
巣
箱
の
再
設
置
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
熱
海
町

竹
ノ
内
地
区
の
お
っ
ぱ
な
し
山
学
校
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

○
動
植
物
・
野
鳥
・
き
の
こ
の
調
査

　

総
合
教
育
園
は
、
約
三
万
坪
、
標
高
四

二
〇
㍍
の
敷
地
で
、
様
々
な
種
類
の
樹
木

が
混
在
し
て
お
り
、
き
の
こ
も
生
え
る
自

然
豊
か
な
環
境
で
す
。
土
壌
・
き
の
こ
・

植
生
の
調
査
の
他
、
土
壌
や
木
の
葉
等
の

環
境
放
射
線
量
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

を
測
定
、
さ
ら
に
動
物
が
水
を
飲
み
に
来

る
水
場
と
林
の
中
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ

（T
R

E
L

10J

）
を
設
置
し
、
動
物
の
定
点

観
測
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
採
取
し
た
き
の
こ
は
、
調
査
時

期
が
異
な
る
た
め
、
昨
年
度
と
は
種
類
の

異
な
る
き
の
こ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
サ

ン
コ
タ
ケ
、
タ
ケ
リ
タ
ケ
、
ロ
ウ
タ
ケ
、

カ
メ
ム
シ
タ
ケ
な
ど
、
珍
し
い
き
の
こ
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
析
し
た
ほ
と
ん
ど
の
き
の
こ
は
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
く
、
食
品
の
基
準

値
を
超
え
た
き
の
こ
は
、
カ
ワ
リ
ハ
ツ

107
Bq
／
㎏
、
チ
ギ
レ
ハ
ツ
148
Bq
／
㎏
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
菌
根
菌
で
し
た
。

　

野
生
動
物
の
定
点
観
測
で
は
、
リ
ス
、

イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ
シ
カ
、
サ
ル
、
ク
マ
、

ア
ナ
グ
マ
、
ネ
コ
、
キ
ジ
、
タ
ヌ
キ
、
ヤ

マ
バ
ト
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
、
昨
年
度
よ
り
も

多
く
の
動
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

○
ま
と
め

　

森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
総
合
教
育

園
…
…
今
後
、
郡
山
女
子
大
学
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部

で
は
、
薬
木
を
植
え
る
、
原
木
に
き
の
こ

の
種
駒
を
植
え
る
、
シ
ダ
レ
グ
リ
を
植
え

る
、
な
ど
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、き
の
こ
や
動
物
な
ど
の
環
境
調
査
・

安
全
性
評
価
を
継
続
し
て
行
い
、
総
合
教

育
園
を
安
全
で
楽
し
い
場
に
す
る
た
め

に
、積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

福
島
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
森
を
支

え
、
守
り
育
て
る
楽
し
み
を
分
か
ち
合
え

る
場
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

郡
山
女
子
大
学 

人
間
生
活
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

准
教
授　
阿　

部　

恵
利
子

こ
お
り
や
ま
開
成
の
杜 

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

郡
山
女
子
大
学
Ｎ
Ｌ
Ｓ
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
部

木
の
文
化
を
育
む
�

巣箱の再設置と除伐作業
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東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
経
ち
、
双
葉

管
内
で
は
、
現
在
、
新
た
な
試
み
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
農
産
物
関
係
で
は
広
野
町
の

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
バ
ナ
ナ
栽
培
、
楢
葉

町
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
、
富
岡
町
と
川
内

村
で
は
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
、
大
熊
町

の
イ
チ
ゴ
栽
培
等
の
新
た
な
名
産
品
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
で
、
富
岡
町
の
ブ
ド
ウ
畑
は

私
の
住
ん
で
い
る
場
所
か
ら
近
く
、
太
平

洋
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る
ブ
ド
ウ
畑
は

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
興

味
が
あ
っ
て
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、ワ
イ
ン
を
未
だ
に
飲
め
て
い
ま
せ
ん
。

（
ま
だ
生
産
量
が
少
な
く
、
一
部
で
は
幻

の
ワ
イ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら
し
い
…
）

　

農
産
物
以
外
に
も
様
々
な
新
名
物
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
浪
江
町
の
「
道
の
駅

な
み
え
」
で
は
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
ソ
フ

ト
」
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
ピ
ン

グ
に
一
味
唐
辛
子
を
か
け
て
食
べ
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
意
外
と
甘
い
も
の
に
一
味

唐
辛
子
が
合
い
ま
す
。
私
の
語
彙
で
は
味

を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
た
め
、
興
味
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
出
す
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
下
で
す
が
、
状
況
が
落
ち
着
い

た
ら
ぜ
ひ
双
葉
郡
に
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

十
一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
一
七
㌫
増
（
前
年
比
一
八
㌫
減
）

の
二
二
、
四
八
三
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
七
㌫
増
（
前
年
比
一
九
㌫
減
）
の
二
二
、
〇
二
五
立
方

㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
価
格
は
強
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

双
葉
郡
の
新
し
い
名
産
品
探
し小　

川　
　
　

潤

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
富
岡
林
業
指
導
所

素材の価格〈工場着価格〉（2020年12月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 0（ 0～ 0） 0 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 0（ 0～ 0） 0 8 （ 7～ 9） 0

16以上 並 カラマツ 0（ 0～ 0） 0 11 （10～11） 1

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 8（ 5～10） 0 （ 0～ 0） 10（10～10） 0 8（ 5～10） 0

10～14 並 スギ 13（12～14） 1 （ 0～ 0） 12（11～12） 0 12（11～14） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 13（12～14） 1 14（14～14） 0 13（13～13） 0 13（12～14） 0

並 ヒノキ 15（15～15） 0 （ 0～ 0） 16（16～16） 0 16（15～16） 1

6.00
並 スギ 16（15～16） 0 10（10～10） 0 17（17～18） 0 15（10～18） 0

並 ヒノキ 24（24～25） 0 （ 0～ 0） 22（20～24） 0 23（20～25） 0

20～28

3.65 並 スギ 12（12～14） 0 11（10～12） 0 13（12～13） 1 12（10～14） 0

4.00
並 スギ 12（12～12） 0 10（10～10） 0 13（12～13） 1 12（10～13） 0

並 アカマツ 10（ 8～12） 0 （ 0～ 0） 9（ 9～10） 0 10（ 8～12） 0

1.80 並 アカマツ 7（ 5～ 9） 0 （ 0～ 0） 8（ 8～ 8） 0 7（ 5～ 9） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 30（30～30） 0 30（30～30） 0

並 米マツ 28（28～28） 0 30（30～30） 0 28（28～28） 0 29（28～30） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

パルプ
用材

並 マツ 7（ 7～ 7） 0 （ 0～ 0） 7（ 7～ 7） 0 7（ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10（10～10） 0 （ 0～ 0） （ 0～ 0） 10（10～10） 0
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

星
、
き
ら
め
く

　

二
〇
一
二
年
三
月
、
仙
台
市
天
文
台
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
「
星
空
と
と
も
に
」

を
公
開
し
た
。
十
年
前
の
三
月
十
一
日
の
夜
、
停
電
で
一
切
の
灯
り
が
消
え
、
見
事
な
ま

で
に
美
し
か
っ
た
星
空
を
、
実
に
多
く
の
人
々
が
見
上
げ
て
い
た
。
が
れ
き
の
間
か
ら
、

閉
じ
込
め
ら
れ
た
家
の
窓
か
ら
、
避
難
所
か
ら
、
不
安
と
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
眺
め
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
事
実
か
ら
、
天
文
台
は
「
あ
の
日
を
境
に
、
星
は
た
だ
の
観
察
の
対
象

で
は
な
く
、
震
災
の
記
憶
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
三
・
一
一
の
星
空
を
残
し
た
い
。」
と
番

組
を
制
作
。
い
つ
し
か
人
々
は
、
星
の
光
を
あ
の
時
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
魂
と
重
ね
合

わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
星
に
な
る
」
は
、
自
然
に
発
生
し

た
信
仰
的
な
思
い
だ
。
漆
黒
の
闇
に
輝
く
美
し
さ
で
い
つ
も
上
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
…
と
信
じ
、
心
が
強
く
な
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
天
文
台
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
か
ら

第
二
章
「
星
よ
り
も
、
遠
く
へ
」
を
公
開
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
。
陸
前
高
田
の
お
花
や
さ
ん
は
「
あ
の
当
時
二
、
三
年
は
仏

花
だ
け
だ
っ
た
が
、
や
っ
と
お
祝
い
の
お
花
が
た
く
さ
ん
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。」

と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
野
口
健
氏
（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
）
は
、
様
々
な
災
害
活
動
を
通
し
「
災

害
に
強
い
人
づ
く
り
」
を
、
Ｊ
Ａ
共
済
は
「
絆
、
と
い
う
備
え
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
を
通
し
て
肌
で
感
じ
て
い
る
復
興
。
そ
れ
が
人
々
の

心
の
復
興
で
あ
っ
た
り
、
町
の
復
興
だ
っ
た
り
す
る
。

　

し
か
し
、
わ
が
ふ
る
さ
と
福
島
県
に
は
、
今
で
も
他
の
被
災
二
県
に
は
な
い
「
帰
還
困

難
区
域
」
が
存
在
す
る
。
改
め
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
何
た
る
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「今日も頑張った」
第17回ふくしま森林・林業写真
コンクール　優秀賞
受賞者　涌井礼子さん（福島市）
撮影場所：福島市　水林自然林
コメント：�木を伐採する時の緊張から解き放さ

れてホッとした笑顔が素敵だった。

○
野
生
山
菜
等
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　

今
年
も
山
菜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
出
荷
を
制
限
さ
れ
て
い
る

市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等
は
出
荷
・
販
売
、
飲
食
店
や
宿
泊
施

設
な
ど
で
の
提
供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
で
の
販
売
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
野
生
山
菜
等
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
は
福
島
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
検
索
ワ
ー
ド
は
「
福
島
県　

山
菜　

出
荷
制
限
」
で
す
。

（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ringyo monitoring.html

）

　

ま
た
、
出

荷
が
制
限
さ

れ
て
い
な
い

市
町
村
で
出

荷
を
希
望
す

る
場
合
は
、

出
荷
前
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
を
行
う

必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、

県
農
林
事
務

所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野

生
山
菜
等
の

流
通
を
図
る

た
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

○連絡先一覧

市町村名 事務所名 住所・連絡先

福島市、二本松市、伊達
市、本宮市、伊達郡・安
達郡の町村

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

郡山市、須賀川市、田村
市、岩瀬郡・石川郡・田
村郡の町村

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

白河市、西白河郡・東白
川郡の町村

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津若松市、喜多方市、
耶麻郡・大沼郡・河沼郡
の町村

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字天神６－３

0241－24－5734

南会津郡の町村 南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相馬市、南相馬市、相馬
郡の町村

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

双葉郡の町村 富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき市 いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

イワフジの GP シリーズ 

最新の GP-8 コントローラを搭載 
・5.7 インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な情報表示 
・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上 
・A,B,C,D の 4 コード毎に 4 種類、合計 16 種類の測長設定値 
・樹種を 4 種類登録でき、個別に測長調整値の設定が可能 
・材積集計機能を標準で搭載 

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ 
・最大 38 度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上 
・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要 
・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応 
・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材 

新開発のスタッドローラ(オプション) 
・鉄輪の全周に装着された無数のスタッド（鋲）が

材を強力に捉え、送りモータのトルクを伝えます。 

・特殊形状のスタッドを一体化したシンプルな構造

で、メンテナンスが容易 

（ 南東北支店 ） 福島県郡山市八山田 5-314 
             TEL 024-973-5166  FAX 024-973-5168 
（ 本社 ・ 工場 ）  岩手県奥州市水沢字桜屋敷西 5-1 
（ 支     店 ）  札幌･東北･南東北･関東･中部・関西･中四国・九州 

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

GP-35B グラップルプロセッサ 
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


